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（
個
人
の
問

題
は
社
会
の
問
題
で
あ
る
）
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
に
お
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
個
人
が
直
面
す
る
困
難

や
課
題
は
、
実
は
社
会
構
造
や
制
度
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
示
す
概
念
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
本
フ
レ
ー
ズ
を
初
め
て
耳
に
し
た
と
き
、

ま
さ
に
医
療
と
医
療
を
取
り
巻
く
社
会
の
こ
と
だ
と

思
っ
た
。
虐
待
、
自
殺
、
未
受
診
妊
婦
、
医
師
の
過

重
労
働
、
診
療
科
の
偏
在
、
出
産
育
児
に
伴
う
キ
ャ

リ
ア
形
成
な
ど
の
問
題
は
今
や
、
患
者
や
医
療
従
事

者
の
個
人
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
考

え
る
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
。

さ
て
、
北
海
道
は
全
国
的
に
見
て
も
勤
務
医
の
割

合
が
高
く
、
北
海
道
医
師
会
勤
務
医
部
会
の
取
り
組

み
は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
28

年
に
は
若
手
医
師
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
若
手

医
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
医
学
生
・
若
手
医

師
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
組
織
の
活
性
化
な
ど
が
活
発

に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
勤
務
医
部
会
内
で
の

活
動
で
あ
り
、
若
手
開
業
医
と
意
見
を
交
わ
す
機
会

は
多
く
な
く
、
そ
の
た
め
先
日
初
め
て
「
若
手
開
業

医
と
若
手
医
師
専
門
委
員
会
委
員
と
の
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、
診
療
科
や
世
代
を
超
え
た
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
参
加
さ
れ
た
若
手
開
業
医
の
先

生
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
や
独
自
性
は
非
常
に

興
味
深
く
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
医
療
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
改
め
て
自
分
自

身
の
医
師
会
活
動
を
振
り
返
る
機
会
を
得
た
。

私
が
北
海
道
医
師
会
の
役
員
と
し
て
活
動
す
る
よ

う
に
な
り
、
３
年
半
が
経
過
す
る
。
元
々
臨
床
一
筋

で
患
者
の
た
め
の
技
術
向
上
や
資
格
取
得
、
後
輩
育

成
、
労
働
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
た
め
、
当
初
は

戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
常
任
理
事
と
し
て
行
政
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
大
学
や
病
院
勤
務
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
で
、
医
療
政
策
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
役
職
が
人
を
育
て
る
と
は
、
ま
さ
に

視
点
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
だ

と
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
会
活
動
に
よ
り
、

改
め
て
思
っ
た
こ
と
は
、
よ
り
中
央
で
伝
え
る
こ
と

の
力
で
あ
る
。

バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
「
蝶
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
羽
ば
た
く
と
、

ア
メ
リ
カ
で
竜
巻
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
、
小
さ
な
出
来
事
が
大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
す

こ
と
を
示
す

概
念
で
あ
る
。

医
療
現
場
で

も
、
一
人
の

患
者
や
医
療

従
事
者
の
問
題
提
起
が
、
大
き
な
制
度
改
革
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
在
宅
医
療
・
訪
問
診

療
の
充
実
、
女
性
医
師
の
勤
務
環
境
の
改
善
な
ど
は
、

現
場
の
声
が
発
端
と
な
り
、
政
策
に
反
映
さ
れ
て
き

た
。
近
年
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

市
民
や
患
者
の
発
信
が
、
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
個
人
の
声
だ
け
で
は

変
化
を
起
こ
す
の
は
難
し
い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

確
実
に
現
場
の
声
を
届
け
る
た
め
に
は
、
医
療
政

策
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
団
体
の
中
で
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
北
海
道
医
師
会
や
日

本
医
師
会
の
委
員
会
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個

人
で
は
届
き
に
く
い
声
を
集
約
し
、
よ
り
中
央
で
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
改
め
て

分
か
っ
た
。
直
接
で
は
な
い
に
し
て
も
、
政
府
や
関

係
機
関
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
へ
北
海
道
の
声
を
届
け

る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
多
様
な
意
見
を
吸
い
上

げ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
多
く
の
医
師
の

声
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
先
日
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
「
医
師
会
に

入
る
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
り
に
く
い
」
と
い
う
指
摘
が

あ
っ
た
。
学
会
は
学
術
研
究
の
促
進
、
専
門
知
識
の

発
展
を
目
的
と
す
る
。
一
方
、
医
師
会
は
「
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
、
医
療
制

度
の
運
営
や
医
師
の
権
利
保
護
（
勤
務
環
境
の
改
善

や
医
師
の
労
働
条
件
の
向
上
）
、
地
域
医
療
の
推
進

な
ど
を
担
う
。
学
会
が
医
学
の
発
展
を
牽
引
し
、
医

師
会
が
そ
の
成
果
を
社
会
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
医

療
の
質
向
上
や
制
度
改
革
が
実
現
さ
れ
る
。
特
に
、

地
域
医
療
構
想
や
医
師
偏
在
対
策
、
働
き
方
改
革
な

ど
が
進
め
ら
れ
る
現
在
、
国
民
を
支
え
る
た
め
の
医

療
を
い
か
に
改
革
す
べ
き
か
を
議
論
し
、
政
府
と
の

交
渉
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
の
は
医
師
会
で
あ
る
。

医
療
に
係
る
規
律
・
倫
理
を
熟
知
し
、
医
療
の
専
門

家
と
し
て
、
有
志
の
力
を
結
集
で
き
る
組
織
は
医
師

会
を
お
い
て
他
に
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
組
織
力
強
化
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、

医
師
会
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
政
策
決

定
へ
の
関
与
の
他
、
最
新
医
療
情
報
の
取
得
、
法
的

サ
ポ
ー
ト
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
、
人
脈
形
成
な
ど
の
利
点
を
享
受
で
き
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。

新
年
度
を
迎
え
、
９
４
８
６
人
の
医
師
が
医
師
国

家
試
験
に
合
格
し
、
新
た
な
仲
間
と
し
て
加
わ
る
。

「T
h
e
 
p
e
rso

n
a
l 

is 
p
o
litic

a
l.

」
個
々
の
問
題
を

社
会
全
体
で
解
決
す
る
た
め
に
は
、
老
若
男
女
、
様
々

な
医
師
の
意
見
が
必
要
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
若
手

医
師
が
経
験
や
活
躍
の
機
会
を
得
て
、
医
政
へ
の
理

解
を
深
め
、
医
師
会
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

T
h
e
 p

e
rso

n
a
l is p

o
litic

a
l.
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